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　専決処分　
〇令和4年度氷川町一般会計補正予算（第4号）
　　コロナ感染予防対策で敬老会関連行事を中止し

た為、関係予算を375万円減額しました。

　条例の一部改正　
〇氷川町議会議員及び氷川町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正

　　公職選挙法施行令の一部が改正され、町議会議
員及び氷川町長選挙の選挙運動用自動車使用等の
公営に関し、公職選挙法の規定により、国政選挙
に準じ町条例を定めるとされているため、所要の
改正をしました。（選挙運動用自動車の使用等の
公営に要する経費の限度額を引き上げる）

〇氷川町職員の育児休業等に関する条例の
　一部改正
　　人事院規則が改正されたことに伴い、国家公務

員の措置に準じ、育児休暇を取得しやすい勤務環
境を整備するため、条例を一部改正しました。

　補正予算　
○令和4年度氷川町一般会計補正予算（第5号）
　　歳入歳出それぞれ9億9762万円を追加し、予

算の総額を80億4674万円としました。

主な歳出予算

●総務費
　ふるさと納税事業支援業務委託料 21000万円
　財政調整基金積立金 34000万円
　ふるさと氷川応援基金積立金 35101万円
　
●民生費
　コロナ感染対策
　・病児・病後児保育事業委託料 30万円
　・放課後児童クラブ健全育成事業委託料 120万円
　・保育対策総合支援事業費補助金 421万円
　特定教育・保育施設給食費補助金 269万円
　一時預かり事業補助金 189万円

●農林水産業費
　くまもと土地利用型農業競争力強化支援事業
　補助金 424万円
　新規就農者総合対策事業（経営発展支援事業）
　補助金 334万円

●土木費
　道路維持修繕費 520万円
　町道中網道西網道線道路改良測量設計業務委託料 

 1330万円
　町道旧国道2号線道路改良工事（栫工区）
 1200万円
　町道大野仲の間神太夫線道路改良工事 1750万円
　下水道事業特別会計繰出金 1243万円

●教育費
　文化財保存補助金 40万円
　竜北歴史資料館備品購入費 40万円
　学校給食共同調理場改修工事設計業務委託料
 935万円

〇令和4年度氷川町一般会計補正予算（第6号）
　　歳入歳出それぞれ376万円を追加し、予算の総

額を80億5050万円としました。

主な歳出予算

●衛生費
　新型コロナウイルスワクチン接種対策関係費用
 376万円

〇令和4年度氷川町国民健康保険特別会計
　補正予算（第2号）
　　歳入歳出それぞれ23万円を追加し、予算の総

額を18億6209万円としました。

主な歳出予算

●総務費
コクホライン事業報告システム法改正対応委託料他
 23万円

〇令和4年度氷川町介護保険特別会計補正予算
（第1号）

　　歳入歳出それぞれ9079万円を追加し、予算の
総額を17億4693万円としました。

主な歳出予算

●地域支援事業費
　緊急通報体制等整備事業使用料 40万円
●諸支出金
　償還金（国・県・支払基金等） 7682万円
　繰出金（町費等） 1352万円

〇令和4年度氷川町下水道事業特別会計
　補正予算（第1号）
　　歳入歳出それぞれ1243万円を追加し、予算の

総額を5億1275万円としました。

主な歳出予算

●公共下水道事業費
　流域下水道維持管理負担金 1012万円
　マンホール嵩下げ修繕料他 231万円

ふるさと納税・町道改良・物価高騰対策等事業令和4年

9月議会

　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法が制定され、氷川町が一部過疎地域に指定され
たことに伴い、竜北地区の持続的な発展に関し必
要な事項を定める為、過疎地域持続的発展市町村
計画の策定について、議会の議決が必要。
　9月議会に計画書が提案され、議会は慎重に審
議し議決しました。

財政調整基金・ふるさと氷川応援基金積立

令和４年度　氷川町一般会計補正予算 (第5･6号 ) 10億138万円 決まる

氷川町
　過疎地域持続的発展計画策定

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　
藤
本
一
臣
町
長
か
ら
、
沖
村
眞
一
氏
を
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
い

と
、
議
会
に
同
意
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
に
審
議
し
、
全
会
一
致
で
推
薦
に
同

意
し
ま
し
た
。

氏 

名
　
沖
村
　
眞
一 

氏

住 

所
　
氷
川
町
野
津

大
野
仲
の
間
神
太
夫
線

道
路
改
良
工
事
予
定
地

旧国道2号線改良工事予定地

次
の
ペ
ー
ジ
は　

委
員
会
審
査
報
告
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

清
田
議
員　

非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業
を

取
得
し
た
場
合
の
身
分
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

任
期
期
間
中
は
身
分
が
保
障

さ
れ
ま
す
。

吉
川
議
員　

育
児
休
業
の
柔
軟
化
と
は
。

総
務
課
長　

育
児
休
業
の
開
始
日
が
１
歳 

到
達
日
の
翌
日
、
又
は
１
歳
６
か
月
到
達
日

の
翌
日
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
配
偶
者
が

育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
は
、
そ
の
期
間

の
末
日
の
翌
日
以
前
の
日
と
し
た
こ
と
で
夫

婦
交
代
で
の
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

清
田
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
支
援
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

企
画
財
政
課
長　

寄
付
金
額
が
増
え
た
た

め
に
委
託
料
が
増
加
。
委
託
先
は
７
社
で
各

社
の
寄
附
受
付
額
が
違
う
た
め
、
受
付
額
に

応
じ
て
委
託
料
は
算
定
さ
れ
る
。
委
託
費
は
、

返
礼
品
の
費
用
と
そ
れ
に
係
る
事
務
費
を
含

ん
だ
費
用
と
な
る
。
地
元
効
果
は
、
少
な
く

と
も
納
税
額
の
30
％
は
、
地
元
の
返
礼
品
の

た
め
、
そ
の
分
が
経
済
効
果
と
な
り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
委
託
内
容
は

吉
川
議
員　

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
拡
張

シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

業
者
は
こ
れ
か
ら
選
定

し
ま
す
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能

を
利
用
し
て
、
町
か
ら
の
情
報
発
信
、
各
種

相
談
事
業
や
施
設
の
予
約
が
で
き
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
て
、
将
来
的
に
は
国
が
進
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
シ
ス
テ

ム
と
連
携
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

基
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

吉
川
議
員　

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
状

況
は
。

企
画
財
政
課
長　

当
然
突
発
的
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
基
金
財
源
の
確
保
は
必
須
で
、

災
害
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
財
政
調
整
基
金

の
確
保
が
必
要
。
当
初
予
算
で
、
５
億
２
千

万
円
取
崩
し
、
今
回
３
億
４
千
万
円
を
積
立

て
ま
す
。
し
か
し
、
前
年
度
の
基
金
額
に
は

不
足
す
る
状
況
で
す
。

　

修
繕
か
ら
改
修
工
事
へ
変
更
理
由
は

吉
川
議
員　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
改
修

工
事
設
計
業
務
委
託
料
は
、
修
繕
費
か
ら
委

託
料
に
見
直
し
た
の
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長　

通
常
点
検
で
指
摘
さ
れ

た
カ
ビ
や
腐
食
の
対
応
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
２
年
計
画
で
、
天
井
塗
装
の
た
め
修
繕
費

で
計
上
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
、

天
井
材
の
破
片
の
落
下
が
あ
り
、
屋
根
裏
等

の
調
査
を
し
て
改
修
工
事
が
必
要
と
判
断
し
、

設
計
予
算
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
床
も

タ
イ
ル
張
り
の
見
直
し
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
も
含
め
た
予
算
で
す
。

氷
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

吉
川
議
員　

日
常
生
活
支
援
機
能
の
低
下

と
は
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

交
通
の
問
題
、
店
が
少

な
い
な
ど
、
日
常
生
活
で
不
便
が
生
じ
て
い

る
こ
と
で
す
。

吉
川
議
員　

農
業
立
町
だ
け
ど
定
住
さ
せ

る
住
宅
政
策
が
必
要
と
あ
る
が
、
農
業
振
興

と
住
宅
政
策
の
両
立
は
で
き
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

計
画
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
で
記
載
し
た
。
今
後
、
総
合
的
に
調
整

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

長
尾
議
員　

公
共
交 

通
の
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
と
は
。

総
務
課
長　

現
在
、
八
代
市
が
実
施
す
る 

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。

今
後
も
必
要
な
支
援
に
つ
い
て 

定
住
自
立

圏
内
で
協
議
し
ま
す
。

清
田
議
員　

人
材
育
成
・
雇
用
の
対
策
は
。

地
域
振
興
課
長　

八
代
市
と
連
携
し
、
八

代
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
地
元
企
業

と
地
元
高
校
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告�

委
員
長
　
木
下
　
厚

学校給食共同調理場

　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
案
件
は
、
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

　

敬
老
会
の
記
念
品
は

米
村
議
長　

敬
老
会
の
対
象
者
は
ど
の

位
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
お
菓
子
に
代

わ
る
記
念
品
を
配
布
す
る
こ
と
を
検
討
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

福
祉
課
長　

対
象
者
は
2
3
0
0
人
程

度
。
敬
老
会
運
営
は
イ
ベ
ン
ト
会
社
に
委

ね
る
事
で
打
合
せ
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

会
場
の
空
調
が
故
障
し
た
状
態
で
、
扇
風

機
を
利
用
し
て
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、

高
齢
者
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
考
慮
し
て
の
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

記
念
品
に
つ
い
て
は
、
お
菓
子
に
代
わ

る
品
物
を
急
遽
選
ぶ
こ
と
に
苦
慮
し
た
。

結
果
的
に
、
昨
年
同
様
に
名
簿
を
配
布
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
開
催
の
仕
方
と
併
せ
て
記

念
品
の
検
討
を
充
分
に
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
○
氷
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

　　

給
食
費
補
助
金
の
内
容
は

西
尾
議
員　

保
育
施
設
給
食
費
補
助
金

2
6
9
万
円
の
説
明
を
。

福
祉
課
長　

副
食
費
で
新
規
で
す
。
6

月
議
会
で
学
校
教
育
課
が
補
正
し
ま
し
た

が
、
同
様
の
補
助
で
保
育
園
の
副
食
費
の

補
助
と
し
た
補
正
予
算
の
計
上
で
す
。
主

食
費
は
3
千
円
。
副
食
費
は
4
千
5
百
円

か
か
る
が
、
保
育
園
は
ご
飯
持
参
の
た
め
、

保
護
者
か
ら
の
主
食
費
の
徴
収
は
無
く
、

補
助
対
象
は
副
食
費
で
す
。

　

物
産
館
の
修
繕
料
の
内
容
は

上
田
俊
孝
議
員　

農
林
水
産
業
費
の
物

産
館
費
43
万
円
の
修
繕
料
は
。

農
業
振
興
課
長　

お
や
つ
工
房
の
看
板

が
劣
化
し
て
視
認
性
が
悪
い
た
め
看
板
を

や
り
直
し
。
物
産
館
西
側
出
荷
者
の
ト
イ

レ
改
修
、
出
荷
者
出
入
口
の
サ
ッ
シ
に
歪

み
が
あ
り
施
錠
に
支
障
が
あ
る
た
め
修
繕

し
ま
す
。

　

機
構
集
積
、
経
営
転
換
協
力
金
返
還
は

西
尾
議
員　

農
業
委
員
会
費
の
機
構
集

積
協
力
金
返
還
金
の
4
9
4
千
円
の
補
正

と
歳
入
の
経
営
転
換
協
力
金
返
還
金
は
ど

う
い
う
内
容
か
。

農
地
課
長　

農
業
を
リ
タ
イ
ヤ
等
の
理

由
に
よ
り
、
全
て
の
農
地
を
10
年
間
農
地

管
理
公
社
に
貸
し
出
す
こ
と
で
交
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
ま
す
が
、
10
年
経
過

し
な
い
う
ち
に
契
約
を
解
除
し
た
た
め
、

返
還
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
、
熊
本
県

へ
の
返
還
で
す
。

　

新
規
就
業
者
総
合
対
策
事
業

　

補
助
金
と
は

西
尾
議
員　

農
業
振
興
費
の
新
規
就
業

者
総
合
対
策
事
業
補
助
金
と
し
て
3
3
3 

万
6
千
円
の
補
正
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

新
規
就
農
者
の
就
農

後
の
経
営
発
展
の
た
め
、
機
械
、
施
設
等

を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
補
助
対
象
事

業
費
の
上
限
は
1
0
0
0
万
円
で
、
国
2

分
の
1
、
県
4
分
の
1
、
残
り
の
4
分
の

1
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

飯
田
議
員　

農
業
振
興
費
の
く
ま
も
と

土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事
業

補
助
金
4
2
3
万
6
千
円
と
あ
る
が
そ
の

内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

米
、
も
ち
米
を
中
心

と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
の
競
争
力
強
化

を
図
る
た
め
の
県
の
事
業
で
あ
り
、
農
事

組
合
法
人
の
規
模
拡
大
、
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
今

回
は
、「
肥
の
川
南
」
と
「
ア
グ
リ
鹿
島
」

が
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
用
機
械
導
入

で
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。

〇
氷
川
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

西
尾
議
員　

流
域
下
水
道
維
持
管
理
負

担
金
1
0
1
2
万
2
千
円
は
、
宮
原
処
理

区
の
接
続
工
事
に
係
る
分
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

流
域
下
水
道
の
維
持

管
理
に
係
る
分
で
あ
り
、
当
初
予
算
で
は

予
定
水
量
で
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
分
の
数
値
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る

補
正
で
す
。 

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告�

委
員
長
　
西
尾
正
剛

宮原浄化センター

次
の
ペ
ー
ジ
は　

令
和
３
年
度
決
算



総務費
20億954万円

民生費
17億2790万円衛生費

7億3581万円

農林水産業費
4億681万円

商工費
9407万円

土木費 
6億6562万円

消防費
3億5048万円

教育費
3億2043万円

公債費
9億7071万円

議会費
　　　　6471万円

歳 出
73億4611万円

町　税
10億1763万円

国庫支出金
11億6982万円

県支出金
5億5545万円

地方交付税
30億4299万円

その他
1億7162万円

その他　1億455万円

繰越金
4億2420万円

繰入金
6億8310万円

寄附金
2億5630万円

歳 入
80億4712万円

地方消費税交付金
2億5323万円

自

依
主

存

財

財

源

源

町　債
3億6823万円
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一般会計　73億4611万円 町民一人当たり約65万1千円を支出

会計別の決算状況 （単位：円）

会　　計　　別 歳　　入（収入） 歳　　出（支出） 差　引　額

一 般 会 計 8,047,123,181 7,346,109,194 701,013,987

国民健康保険特別会計 2,128,847,080 1,796,024,596 332,822,484

後期高齢者医療特別会計 182,995,871 181,232,278 1,763,593

介 護 保 険 特 別 会 計 1,790,417,762 1,536,210,393 254,207,369

下 水 道 事 業 特 別 会 計 588,785,490 517,056,103 71,729,387

合　  　計 12,738,169,384 11,376,632,564 1,361,536,820

令和３年度

決　算

　9月議会では、令和3年度氷川町一般会計
決算を含む5会計の決算審査を行い、すべて
の決算を認定しました。
　一般会計の支出額は、73億4610万９千円
でした。これは、町民一人当たり約65万1千
円を支出したことになります。
　収入では、町税は前年度より増となってい
ます。ふるさと寄附金が大幅に増加しました。

小中学校のトイレ改修
借入金の返済金です。

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、みなさんが町に収
めている税金です。

町の借入金です。

ふるさと氷川応
援寄附金など。

保育や医療など使
い道の決まった補
助金です。

自治体の規模や人口に応
じて国から交付されるお
金です。

　ペーパーレス会議システム導入
　行政のデジタル化推進へ

　子どもの医療費助成
　高齢者等福祉タクシー
　食の自立支援に

　消防用小型動力ポンプ積載
　車購入・消防施設整備
　宮原地区防災公園整備に

　町内商工業活性化
　プレミアム商品券等に

感染症拡大防止対策・暮らし・福祉の充実に
次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
・
議
会
活
動
日
誌

一般質問

議
員　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
等
の
影
響
に
よ
り
、
化

学
肥
料
の
原
料
価
格
が
大
幅
に
上

昇
し
、
農
業
用
肥
料
価
格
が
急
騰

し
て
い
る
。
我
が
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
経
営
に
大
き
な
損
失

を
与
え
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
農

業
用
肥
料
に
対
し
、
補
助
金
を
出

し
、
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

農
業
振
興
課
長　

国
は
肥
料
価

格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
の
影

響
緩
和
を
目
的
に
、
肥
料
価
格
高

騰
対
策
事
業
の
支
援
策
が
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
前
年
度
か
ら
増

加
し
た
肥
料
費
の
７
割
を
支
援
金

と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５
年

５
月
に
購
入
し
た
肥
料
で
、
本
年

秋
肥
と
令
和
5
年
春
肥
と
し
て
使

用
す
る
肥
料
が
対
象
で
す
。
ま
た
、

県
も
同
様
で
資
材
高
騰
対
策
と
し

て
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
国

の
支
援
の
残
り
３
割
の
２
分
の
１

を
補
助
し
ま
す
。
町
も
、
国
県
の

支
援
の
残
り
３
割
の
２
分
の
１
を

範
囲
内
に
つ
い
て
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三浦 賢治 議員

農業用肥料が急として
補助金を出して支援を

国は前年度からの増加分7割
残りは県と町で支援する

いる

支援

そ
こ
が
　
き
た
い

聞一般
質
問

議
員　

町
は
常
葉
保
育
園
廃
止

に
つ
い
て
常
葉
保
育
所
後
援
会
役

員
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
少
子

化
の
影
響
で
乳
幼
児
が
減
少
し
、

私
立
保
育
園
は
運
営
が
厳
し
く
利

用
定
員
減
で
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
常
葉
保
育
所
は
建
設
後
25
年

を
経
過
し
、
大
規
模
改
修
等
が
必

要
な
る
な
ど
の
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

議
員
へ
の
説
明
で
も
、
保
育
所

を
閉
園
す
れ
ば
経
費
３
６
０
０
万

円
の
削
減
と
あ
り
ま
し
た
が
、
保

育
所
廃
園
の
最
大
の
理
由
は
財
源

問
題
で
す
か
。

　

保
育
所
廃
園
と
い
う
の
は
宮
原

地
区
に
と
っ
て
は
大
変
重
要
な
問

題
で
、
町
民
へ
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
。
廃
園
計
画
の
一
時
凍
結
の

考
え
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　

平
成
23
年
４
月
を

目
標
に
常
葉
保
育
所
民
営
化
を
進

め
、
調
査
、
準
備
、
検
討
、
保
護

者
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

当
時
、
保
護
者
や
議
会
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
出
来
ず
に
当
面
公
立

保
育
所
と
し
て
存
続
す
る
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
保
育
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
子
ど

も
子
育
て
会
議
に
お
い
て
様
々
な

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
廃
止
の
方

針
と
し
た
の
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
、
少
子
化
に
よ
り
公
立
保
育
所

が
な
く
て
も
、
民
営
の
保
育
施
設

で
保
育
ニ
ー
ズ
を
確
保
で
き
る
等

時
代
の
変
化
が
大
き
な
理
由
で
す
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や
町
の
財

政
負
担
な
ど
の
理
由
も
あ
り
、
廃

止
の
方
針
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

物
事
を
進
め
て
い
く
う

え
で
し
っ
か
り
説
明
責
任
を
果
た

す
。
そ
し
て
、
住
民
の
納
得
と
合

意
を
得
る
こ
と
で
す
。
保
育
所
を

廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
一
大
事

業
で
す
。
町
長
自
ら
説
明
さ
れ
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

合
併
時
の
建
設
計
画
を

も
と
に
民
営
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
理
解
が
得
ら
れ
ず
当

分
の
間
は
こ
の
ま
ま
運
営
を
し
て

い
く
と
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
12
年
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
中
で

２
年
半
議
論
し
、
今
回
廃
園
と
い

う
方
針
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
も
断
腸
の
思
い
で
、
苦
渋
の

選
択
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
、
保
護
者
全
員
に
説
明
を
行
い

ま
す
。
意
見
は
し
っ
か
り
と
お
聞

き
い
た
し
ま
す
。

議
員　

保
育
所
廃
園
の
今
後
の

手
続
き
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長　

氷
川
町
保
育
所
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
議
会
議
決

が
必
要
で
す
。

　一般質問は、議員が町政全般について現状や方針を
問うものです。令和4年9月議会は1人あたりの持ち時
間は答弁を含めて60分です。（議会開会前の議会運営
委員会で質問時間が決定されます。）

　掲載している内容は、質
問者自身が要約し広報委員
会が校正したものです。議
事録は、議会ホームページ
のほか、議会事務局でもご
覧いただけます。

不
知
火
干
拓
の

　

排
水
路
整
備
事
業
は

議
員　

若
洲
地
区
の
不
知
火
干

拓
で
は
大
規
模
農
業
の
実
現
の
た

め
、
昭
和
42
年
に
入
植
さ
れ
55
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
イ
草
栽
培
や

施
設
園
芸
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
が
、
農
業
に
必
要
不
可
欠

な
排
水
路
に
土
砂
が
堆
積
し
、
農

作
物
の
育
成
に
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
国
県
の
整
備
事
業

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

若
洲
排
水
機
場
は
35
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
深
刻
な
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
整
備
計
画
は
あ
る
の

か
。

農
地
課
長　

国
営
事
業
で
整
備

さ
れ
た
不
知
火
干
拓
は
町
内
有
数

の
農
業
生
産
地
で
す
。

　

排
水
路
や
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
、
農
道
等
は
機
能
低
下
が
み

ら
れ
、
営
農
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
令
和
元
年
に
県
で

調
査
が
行
わ
れ
、
熊
本
県
、
宇
城

市
、
氷
川
町
で
連
携
し
事
業
化
に

向
け
、
協
議
会
を
設
置
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
営
事
業
で
計
画
し
、
令
和
５

年
度
か
ら
、
令
和
12
年
度
の
８
年

間
。
排
水
路
、
用
水
路
、
道
路
等

の
整
備
で
、
総
事
業
費
は
約
30
億

円
で
す
。

　

若
洲
排
水
機
場
の
老
朽
化
に
伴

う
施
設
更
新
の
基
本
計
画
策
定
の

た
め
の
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
、
事

業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
県
営
事
業
で
計
画
し
期
間
は

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
の

６
年
間
の
予
定
で
す
。

吉川 義雄 議員

保育所廃園は重大な問題
一時凍結はできないか

社会情勢の変化・老朽化や
町の財政負担を考え廃園

若洲排水機場常葉保育所
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議
員　

氷
川
警
察
署
跡
地
は
、

県
か
ら
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、
社

会
資
本
福
祉
整
備
事
業
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
氷
川
警
察

署
跡
地
は
、
駅
や
バ
ス
停
、
幹
線

道
路
と
交
通
の
便
も
良
く
、
ま
た

徒
歩
圏
内
に
学
校
、
病
院
、
郵
便

局
、
銀
行
、
商
業
施
設
な
ど
も
充

実
し
て
お
り
高
齢
者
か
ら
、
子
育

て
世
帯
ま
で
が
安
心
し
て
暮
ら
し

や
す
い
１
等
地
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
多
様
な
住
宅
需
要
に
対
応

し
︵
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶
親

族
要
件
な
し
で
住
む
こ
と
が
出
来

る
地
域
優
良
住
宅
︵
15
階
建
マ
ン

シ
ョ
ン
50
床
位
︶
を
整
備
し
、
超

高
齢
化
社
会
、
人
口
減
少
、
首
都

圏
の
人
口
流
出
問
題
の
改
善
と
町

の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

令
和
７
年
度
末
の
完
成
目
指
す

町
長　

今
回
の
地
域
優
良
住
宅

に
つ
き
ま
し
て
は
国
の
補
助
を
受

け
て
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

ど
れ
だ
け
の
規
模
の
建
物
に
す
る

か
は
、
近
隣
の
皆
様
の
生
活
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
得
な
が

ら
、
議
論
を
重
ね
慎
重
に
検
討
し

有
効
活
用
で
き
る
様
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

通
勤
圏
内
も
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

が
出
来
、
熊
本
市
内
ま
で
30
分
で

行
け
る
様
に
な
っ
た
こ
と
で
、
仕

事
は
近
隣
や
中
心
市
街
地
に
行
き
、

住
む
の
は
氷
川
町
で
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
新
た
な
構
築
を

目
指
す
と
共
に
移
住
定
住
と
し
て

選
ん
で
い
た
だ
け
る
様
な
環
境
整

備
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
・
社
会
を
良
く

し
て
地
域
創
生
を

議
員　

町
は
、
先
進
的
な
社
会

保
障
が
充
実
し
た
政
策
を
し
て
き

た
。
そ
れ
で
も
人
口
の
流
出
、
高

齢
化
が
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
企
業

誘
致
に
よ
る
経
済
的
人
口
増
加
対

策
の
期
待
が
薄
い
中
で
、
取
り
組

め
る
と
す
れ
ば
、
社
会
保
障
を
拡

充
し
、
社
会
を
良
く
し
て
、
子
ど

も
が
増
え
、
人
口
も
増
え
れ
ば
国

か
ら
の
交
付
金
も
増
え
、
税
収
も

上
が
り
、
財
政
も
増
え
ま
す
。
幼

児
保
育
の
無
償
化
・
学
校
給
食
費

の
無
償
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

私
た
ち
の
仕
事
は
、
予

算
主
義
で
あ
り
ま
す
。
理
想
主
義

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
財
源

の
担
保
を
し
、
事
業
を
行
っ
て
い

く
の
が
行
政
の
仕
事
の
手
順
で
す
。

子
育
て
支
援
と
し
て
様
々
な
施
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
保
育
料

の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
私
も
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
４
期
目
あ
と
３
年
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
一
般
財
源
を
き
ち
ん
と
確
保

す
る
こ
と
で
、
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
の
で
し
っ
か
り
考
え
て
い

き
ま
す
。

飯田 健二 議員

過疎対策・人口増加に向けた
住宅政策で町の活性化を

国の補助を受け優良住宅を
進めていく

主な議会活動日誌 8月～11月
月　日 行　事　内　容

7月29日～8月3日 監査　決算審査

8月  4日 氷川町戦没者追悼式

8月  7日 氷川町消防ポンプ操法大会

8月10日 監査　例月現金出納検査

8月24日 監査　令和3年度各会計歳入歳出決算等審
査意見書町長へ提出

8月24日 議会運営委員会・全員協議会

8月31日 議会運営委員会

9月  7日 監査　例月現金出納検査

9月  8日～16日 氷川町議会9月定例会

9月10日 道の駅 ｢竜北｣ 開駅20周年記念式典

9月14日 氷川町梨マラソン大会運営委員会

9月21日・30日 秋の交通安全運動に伴う町内巡視

9月22日～10月24日 氷川町議会広報調査特別委員会

9月23日 氷川町梨マラソン大会

9月27日 氷川まつり実行委員会

9月28日 金婚・ダイヤモンド婚夫婦表彰式

10月  1日 八代・天草シーライン推進大会（オンライン）

10月  4日 八代生活環境事務組合議会
（正副議長等会議）

10月  6日 熊本県町村議会議長会（理事会）：オンライン

10月  7日 八代広域行政事務組合議会
（正副議長等会議）

10月11日 監査　例月現金出納検査

10月12日～11月1日 八代広域行政事務組合議会定例会

10月12日～28日 八代生活環境事務組合議会定例会

10月13日 三神宮秋の例祭

10月14日 第48回熊本県い業大会（い草・い製品品
評会）表彰式

10月17日～24日 監査　定期監査

10月27日 九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会

10月29日 「道の駅」竜北ウォーキング2022

11月  9日 氷川町消防団非常招集訓練巡視

11月11日 氷川町及び八代市中学校組合議会定例会

11月24日 熊本県町村議会議長会（議会広報コンクー
ル表彰式・研修会）

氷川町消防ポンプ操法大会

道の駅「竜北」開駅20周年記念式典

八代・天草シーライン推進大会

三神宮秋の例祭

　

常
葉
保
育
所
後
援
会
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
常
葉
保
育
所

廃
園
計
画
撤
回
に
関
す
る
請
願
」
が
９
月
７
日
本
会
議
で
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
の
趣
旨
は
、
常
葉
保
育
所
廃
園
計
画
の
撤
回
、
保
育
園

の
存
続
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
請
願
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
質
疑
、

討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
請
願
は
１
対
９
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

常
葉
保
育
所
廃
園
計
画
撤
回
に
関
す
る
請
願
は
不
採
択
に

請 願

次
の
ペ
ー
ジ
は　

ひ
と
・
編
集
後
記



　

最
近
ニ
ュ
ー
ス
を
観
て
い
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
統
一
教
会
、
と
連
日
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
が
一
方
的
に
流
す
情
報
を

私
た
ち
国
民
は
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
本
当

に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
と
思
う
様
な
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
疑
問
に
思
う
報
道
は
ネ
ッ
ト
を
使
い

自
ら
調
べ
る
事
で
、
違
っ
た
視
点
で
の
物
事
の
考
え
方
、
新

た
な
真
実
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
氷
川
町
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
皆
様
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。　
　
　

 

（
飯
田
）

発
行
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長
尾
憲
二
郎

委
員　
　
　
　

片
山　

裕
治

委
員　
　
　
　

飯
田　

健
二

編
集
後
記
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ひ
といい汗がかけました

Q  氷川町梨マラソン大会出場の経緯について教えて下さい。
A  この大会は、広告で知り友人と参加しています。今回で7
回の参加になります。

Q  マラソン歴と走る練習はどの位されていますか。
A  走るのを始めたのは40歳の時からで、約50年になります。
現在の練習は、週3日程度で1時間。4～5㎞走ったり歩い
たりしながら、その日の体調に合わせて体づくりをして
います。

Q  今まで出場された主なマラソン大会を教えて下さい。
A  天草マラソン大会・牛深マラソン大会・あ
さぎり町マラソン大会です。他にも各地の
大会に参加しました。

Q  この大会の感想を教えて下さい。
A  アップ・ダウンが多く難コースでしたが、
帰りは下り坂だったので頑張って走ってき
ました。いい汗がかけました。

Q  来年も参加して頂けますか。
A  友人の林田幸男さんと是非参加致します。

　鬼塚さんありがとうございました。

　

9
月
22
日
氷
川
中
学
校
で

体
験
学
習
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
し
た
。

3
年
生
が
町
内
の
商
店
か
ら

仕
入
れ
た
野
菜
や
果
物
、
お

菓
子
な
ど
の
商
品
を
訪
れ
た

地
域
の
住
民
に
販
売
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
生
徒
の
爽
や
か
な
声
が

心
地
よ
い
気
分
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。

表
紙
の
ひ
と
こ
と

◎鬼塚秀親（おにつか　ひでちか）さん　91歳
　熊本県上天草市松島町在住

「梨マラソン大会」最高齢者
　　鬼塚 秀親さん

ラストスパート（中央 鬼塚さん、左 林田さん）
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